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く研究目的 〉
軽迎劫を許c:iJ されている有疾患学生が日常の起
居動作に招極的に対応していこうとすることは頂
要なことであろう。しかしながら、現在の一般体
育の中で、有疾患学生に対する体育指導は極めて
梢極的であり不満足なものである。したがって、
その研究報告もまた少ないのが現状である。本研
究は有疾忍学生の体育指＃をいかに進めていくか
について次の 2 点について検討を加えた。①打疾
患学生の運動処月の屈礎として作叉能（紋大 F)
の水咽を知ること、②千鋲人学教足部の正課体育
実技内で行われた有疾患学生に対する実験的運動
処万プログラムの効果について知ること。
(A] 有疾患学生の作業能について
対象は経運動が許u] されている有疾思学生 2 6 
名である。（年令 2 0.5 土 1.7 4 オ、身長 169.4
土 4.9 5 cm.、｛本直 6 1. 3 士 1 0. 8 8 k9) 、及 1 に
疾患名と人数をボした。
作業能の測定はMonark 型の自転巾エルゴメ
ーターを用い、あらかじめ、 3分ltりのw - up を
行った後、 2 段陪各 4 分間、計 8分間連続負荷を
行った。各負伯時の後半 3 0 秒間の心拍数を測り
一分間に換nした後、作業負（白と心拍数の一次OO
数から回紺碩線を求め、心拍数 1 3 0 、 1 5 0 お
よひ I 7 0 拍 ‘分時の作業負荷紘を求めた。この
値を P.W.CI30 、 1 5 0 および 1 7 0 値
(kpm／分）とした。
比較対照群として、一般学生 3 1 名（年令
l 9.6 土 0.8 4 オ、身長 1 6 8.4 士 4.9 2 cm、体
瓜 5 9.0 士 6.3 8 切）と運動部所属学生 1 1 名
（年令 1 9.6 土 1.2 0オ、身位 1 6 7.2 士 6.4 6 
m、体玉 5 9.6 士 6.6 7 切）の測定を行った。な
お、対照群は S ch~nander 社製の白転巾エルゴ
メーターを用い、 3段陪各 4 分間dt1 2分間連続
n¢j法によった。測定期間はいづれも 5 月～ 6月
間であった。（測定時室温は有疾！よ学生群2 4.5 
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土 0.5 4 ℃、 対照群 2 3.6 士 0.7 9 ℃) 
（結果）
1) 三群の PWC 1 3 0 、 1 5 0 およひ l 7 0 
,IIし (kpm／分）はいづれも運動部所屈学生群＞一
般学生群＞ h疾忍学生群であり、 般学生群と有
疾患学生群問を除いた、他の群問にfi意な1筏を認
めた。 (P<0. 0 0 1) 
2) 図 1 にポすととく 三群の体直当り PWC
1 3 0 、 l 5 0 および 1 7 0 値 (k pm／分／切）
も 1 ) と同様な順序であったが各群間のすぺて IC
有意な差を認めた。 (P< 0. 0 2 ~ 0. 0 0 1) 
3) 三群のPWC 1 7 0/1(1 (kpm／分）と／本頂
の間に次の如き回紺方程式がえられた。
有疾患学生群： Y = I 0. 6 1 X + 1 4 8. 0 9 
(r -0. 5 1 P "-0. 0 1) 
一般学生群： Y 1 1. O 1 X + 2 2 6. 2 7 
(r = 0.5 2 P < 0.0 1) 
運動部所屈学生群： Y= 2 8. 7 7 X -5 3 6. 4 3 
(r 0.78 P<0.01) 
[ B) 有疾患学生に対する有酸素的作業能の トレ
ーニング効果
9 名の有疾出学生（綱股剥難、店弱体四、視jJ
阻古、ド腿竹竹折、世性腎炎、気竹支咄息、椎Itl
板ヘルニア、先天性心疾患、 トニ指枇沼窮）を対
象にし、迅ー［中の1E課体f1時 2 5 週佑］のトレーニ
ング効果について検討した。 トレーニング位伯lit
は 4 ~5月時に求めt:.PWC テストの紀'µから心
拍数 1 3 0拍／分時の凸荷’Jとし、 1 [n]に 1 0 分
間 (5分間を 2 回、間に 2分問休息）を 2 5 週間
にわたってトレーニンクを行った。その間、図 2
にぷす如く 、 休暇の前後に Retest をし、その
部度負荷fitを修正し、年間を通して、心拍数 1 30
拍／分の負荷となるように努めた。
（粘果）
1 ) 図 21こぷす如く、各測定fiilで打忍な差をぶ
したのは 7 月と 1 0 月間および 1 2月と 1 月間で
下菜体育学研究 m1 号 J 9 7 7 年
の減少であり、これは以期ならびに冬期休暇か原
因である。
2) 4 月をlk準として、休暇後、学年終了時の
変化をみると、いづれも有心な鼓少を認めなかっ
た。
くまとめ＞
有疾態学！！：のfi酪紫（（．）能力が一般学't群に比ペ
て劣っていることは1J;l疾忍の彩覆はあるとしても、
疾患が反期にわたっ fこり、すでに慢性化した疾患
をもつ学生が II常での身体巡動を必史以上に制限
されることからくる慢性的身体運動不足に屈囚さ
れていると考えてよい。したがって、 (j疾忠学生
にとっては l rain Ing 紐としては極めて少ない
と考えられる週一回、 l 0 分間、心拍数 l 3 0 
拍／分という training 条件でさえ、作染能の
維持のために必要なものであり、また、休暇後に
みられる作業能の有忍な低ドが(.j疾fJ.l学生に対す
る日常の体育活動の重股性を示すものであろう。
表 1 対象となった有疾患学生の疾患名と人数
連 腰 痛 症 2 推問板ヘルニア 2 
動 腰 椎 捻 挫 1 , 
硲 腱 鞘 炎 I 竹 折 3 
術 裔 血 u: 症 l 曰 2 
器 心内膜床欠姐症 l 
呼 気 竹 文 喘 息 1 
殷 アスペルギス症 I 4 
器 肺 条', 核 1 
泌 慢 性 腎 炎 3 尿 4 
怨 ネ フ ロ ゼ l 
泊 ,-こ指船沿 g 2 2 
感 失明 ( 片眼 ) l 
党 綱 咬 剥 離 l 3 
器 円 離 角 股 1 
其 虚 弱 体 四 2 の 3 
他 全身エリエマトーテ.7. ) 
介 計 26 
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図 1 有疾患学生の体重 1切当り PWC130、
150および 17 0 (kpm min/Av) 
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図2 賓疾患学生の P W C130、 1S0および
170に及ぼすトレーニング効果
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